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によりMCPyV-LTのp53結合部位を欠くとの報告があり（Shudaら、Proc Natl Acad Sci USA、 
2008）、p53の腫瘍化への関与は少ないのではないかと考えられている。MCPyV陽性例と陰
性例にわけてTP53がん抑制遺伝子の変異について検討した報告は少なく、特に紫外線によ
っておこる突然変異のパターンについて検討した報告は過去にない。Sihtoらはエクソン5
～9を検索し、MCPyV陽性例では全例に変異がなく、陰性例では11/23例にみられたと報告し
ている。本研究ではエクソン4～9について調べ、UV signature mutationの頻度についても
検討した。MCPyV陰性例では免疫染色でのp53発現の頻度が高いことに加え、TP53がん抑制
遺伝子のnon-UV signature mutationが多くみられた。MCPyV陽性例では腫瘍化にMCPyV感染
によるRB発現が大きな役割を果たしているのに対して、MCPyV陰性例ではTP53がん抑制遺伝
子の異常を含めたより複雑な発癌機序の関与が示唆される。 
 
結 論 
 MCCにおいて、MCPyV陽性例と陰性例の間には、予後、細胞周期関連タンパク質のRBおよ
びp53の免疫染色での発現、TP53がん抑制遺伝子のnon-UV signature mutationの頻度につ
いて有意な相違があることが示された。2群間の間に臨床病理学的、生物学的な違いがあり、
異なる発癌機序によって腫瘍化することが示唆された。 
 
